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第2回懇談会

現
行
の
認
定
医
・
専
門
医
制
度
の
凍
結
を
示
唆

　

去
る
九
月
二
七
日
、
第
二
回
「
歯
科
矯
正
領
域
の
専
門
医
制
度
に
係
る
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
「
国
民
の
立
場
に
立
ち
、
矯
正
領
域
の
専
門
医
制
度
を
申
請
し
て
い
る
三
団
体
〝
日
本
矯
正
歯

科
協
会
（
以
下
Ｊ
Ｉ
Ｏ
）、
日
本
矯
正
歯
科
学
会
（
以
下
日
矯
学
会
）、
日
本
成
人
矯
正
歯
科
学
会
（
以

下
成
人
学
会
）〟
で
、
共
通
の
基
準
作
り
を
検
討
す
る
場
を
設
け
て
欲
し
い
」
と
の
厚
生
労
働
省
の
指

導
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
成
人
学
会
が
幹
事
役
と
な
り
事
前
に
各
団
体
の
専
門
医
制
度
の
フ
ィ

ロ
ソ
フ
ィ
ー
、
設
立
の
経
緯
、
規
則
に
関
す
る
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
上
で
の
開
催
と
な
っ
た
。【
事

前
質
問
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
回
答
は
２
ペ
ー
ジ
参
照
】

　

出
席
者
（
敬
称
略
）
は
、
厚
労
省

：

飯
村
康
夫
、
小
椋
正
之
、
日
矯
学
会

：

後
藤
滋
己
、
飯
田
順
一
郎
、

小
川
邦
彦
、
成
人
学
会

：

佐
藤
元
彦
、
武
内
豊
、
松
野
功
、Ｊ
Ｉ
Ｏ

：

深
町
博
臣
、
の
き
田
邦
裕
、
夕
田
勉
。

三
団
体
で
歩
み
寄
り
が
な
け
れ

ば
広
告
を
認
可
し
な
い

　

厚
労
省
医
政
局
の
飯
村
康
夫

氏
よ
り
、
事
前
の
質
疑
応
答
を

読
ん
だ
感
想
と
し
て
「
三
団
体

で
相
互
に
批
判
を
し
合
っ
て
い

る
だ
け
で
、
歩
み
寄
る
意
志
が

感
じ
ら
れ
な
い
。
こ
の
状
態
で

あ
れ
ば
、
現
状
の
ま
ま
三
団
体

が
個
別
に
認
定
を
し
て
行
く
こ

と
に
な
り
、
厚
労
省
と
し
て
は

広
告
を
認
可
し
な
い
。」
と
の

発
言
が
あ
っ
た
。
同
氏
は
続
い

て
、
厚
労
省
が
広
告
を
認
め
る

選
択
肢
と
し
て
、
認
定
の
基
準

を
統
一
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
た
め
、
三
団
体
で
協
力
し
て

新
た
に
認
定
機
構
の
よ
う
な
も

の
を
作
る
こ
と
に
言
及
し
、
そ

の
場
合
に
考
え
ら
れ
る
主
な
二

つ
の
選
択
肢
に
つ
き
述
べ
た
。

　

一
つ
に
は
、
あ
く
ま
で
も
各

団
体
が
認
定
団
体
と
な
り
、
認

定
機
構
に
審
査
や
研
修
を
依
頼

す
る
形
を
と
る
方
法
。
こ
の
場

合
に
は
、
審
査
の
基
準
は
統
一

さ
れ
る
が
、専
門
医
の
名
称
は
、

○
○
協
会
専
門
医
、
○
○
学
会

専
門
医
の
よ
う
に
異
な
る
事
に

な
る
。

　

も
う
一
つ
の
方
法
は
、
新
た

な
認
定
機
構
が
、
研
修
、
認
定

審
査
、
認
定
、
更
新
ま
で
全
て

を
管
理
、
運
営
す
る
方
法
で
、

専
門
医
の
名
称
も
○
○
機
構
専

門
医
に
統
一
さ
れ
る
。
な
お
、

こ
の
場
合
に
は
、
認
定
機
構
が

法
人
格
を
有
し
、
機
構
自
体
の

会
員
数
が
千
人
を
超
え
る
必
要

が
あ
る
。

日
本
矯
正
歯
科
専
門
医
認
定
機

構
（
仮
称
）
の
設
立
案
に
つ
き

討
議

　

こ
こ
で
、
成
人
学
会
の
佐
藤

氏
よ
り
、
日
本
矯
正
歯
科
専
門

医
認
定
機
構
（
仮
称
）
の
設
立

に
つ
き
提
案
が
あ
っ
た
。
期
限

を
決
め
て
話
し
合
い
を
行
う
こ

と
、
ま
た
既
に
三
学
会
で
認
め

ら
れ
て
い
る
約
三
百
名
の
専
門

医
に
関
し
て
は
そ
の
ま
ま
認
め

る
方
向
性
に
つ
き
打
診
し
た
。

そ
の
提
案
に
つ
き
、
日
矯
学
会

飯
田
理
事
は
、
矯
正
領
域
に
お

け
る
専
門
医
制
度
は
国
民
か
ら

求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
早
急
に

確
立
す
る
必
要
が
あ
る
と
述

べ
、
さ
ら
に
各
団
体
の
会
員
構

成
を
考
慮
し
て
日
矯
学
会
が
主

導
的
立
場
に
つ
く
べ
き
で
あ
る

事
を
言
外
に
示
唆
し
た
。
次
に

深
町
Ｊ
Ｉ
Ｏ
会
長
は
、
三
団
体

が
そ
れ
ぞ
れ
に
認
定
を
続
け
て

い
る
と
い
う
現
状
は
混
乱
を
助

長
し
て
お
り
好
ま
し
く
な
い
た

め
、
各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
利

害
を
離
れ
て
本
当
に
良
い
も
の

を
作
る
と
い
う
認
識
の
中
で
一

つ
の
も
の
が
で
き
れ
ば
良
い
、

と
賛
意
を
示
し
た
。
ま
た
、
具

体
的
に
ど
う
い
う
風
に
詰
め
て

い
く
か
と
い
う
作
業
に
つ
い

て
、
日
矯
学
会
の
会
員
数
は
確

か
に
多
い
が
、
一
九
八
九
年
に

開
始
し
た
認
定
医
制
度
自
体
が

う
ま
く
い
っ
て
い
れ
ば
こ
う
い

う
事
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
い

う
事
実
を
重
く
受
け
止
め
る
必

要
が
あ
り
、
日
矯
学
会
が
主
導

す
る
事
は
容
認
で
き
な
い
こ

と
、
本
当
に
良
い
も
の
を
作
ろ

う
と
し
た
ら
Ｊ
Ｉ
Ｏ
の
制
度
は

核
に
な
り
う
る
と
の
見
解
を
述

べ
た
。

古
い
専
門
医
の
処
遇
に
つ
い
て

　

厚
労
省
の
飯
村
氏
は
、
新

し
い
専
門
医
を
一
本
化
し
て

作
っ
た
際
に
、
今
ま
で
の
専

門
医
を
ど
う
す
る
か
と
い
う

経
過
措
置
に
つ
き
、
古
い
専

門
医
が
新
し
い
資
格
の
専
門

医
の
基
準
を
満
た
し
て
い
れ

ば
自
動
的
に
読
み
替
え
が
可

能
で
あ
る
が
、
そ
の
基
準
に

達
し
て
い
な
い
認
定
の
場
合
、

そ
こ
を
補
う
分
の
研
修
あ
る

い
は
試
験
を
受
け
る
な
り
、
何

ら
か
の
補
足
的
な
審
査
が
必

要
と
の
見
解
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
日
矯
学
会
お
よ
び

成
人
学
会
か
ら
、
Ｊ
Ｉ
Ｏ
の
制

度
（
既
に
機
能
し
て
い
る
日
本

歯
科
矯
正
専
門
医
認
定
機
構＜

Ｊ
Ｂ
Ｏ＞

）
を
核
に
す
る
事
に

対
し
て
反
発
す
る
意
見
が
出

た
。
そ
れ
を
受
け
て
Ｊ
Ｉ
Ｏ
会

長
の
深
町
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｏ
の
制
度

を
全
て
採
用
す
べ
き
、
と
主
張

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
Ｊ
Ｉ

Ｏ
が
重
視
し
て
い
る
、
厳
し
い

技
術
認
定
と
、
そ
こ
に
至
る
ま

で
の
専
門
研
修
の
質
を
管
理
で

き
る
事
、
専
門
医
数
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
事
、
の
三
点
が

な
さ
れ
な
い
限
り
、
専
門
医
制

度
自
体
は
意
味
が
な
い
と
述
べ

た
。
そ
の
上
で
、
新
た
な
機
構

を
作
り
、
専
門
教
育
部
門
、
技

術
認
定
部
門
等
そ
れ
ぞ
れ
の
部

門
を
決
め
て
、
煮
詰
め
て
い
く

こ
と
を
提
案
し
た
。

日
矯
学
会
の
運
営
に
問
題
が
無

け
れ
ば
Ｊ
Ｉ
Ｏ
は
存
在
し
て
い

な
い

　

日
矯
学
会
飯
田
理
事
は
、
統

一
し
た
ル
ー
ル
を
ど
う
い
う
形

で
作
っ
て
い
く
か
と
い
う
事
が

問
題
に
な
る
と
述
べ
、
現
実
に

三
団
体
の
専
門
医
制
度
は
走
っ

て
い
る
こ
と
、
教
育
部
門
に
関

し
て
は
実
績
が
あ
る
こ
と
、
ほ

と
ん
ど
の
矯
正
専
門
医
が
日
矯

学
会
に
入
っ
て
い
る
事
、
等
の

理
由
で
、
日
矯
学
会
が
主
導
す

べ
き
で
あ
る
と
の
ニ
ュ
ア
ン
ス

を
含
ん
だ
発
言
を
再
度
行
っ

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｏ

夕
田
監
事
は
、
こ
れ
ま
で
の
日

矯
学
会
の
決
議
方
法
、
組
織
運

営
に
関
す
る
問
題
点
を
指
摘

し
、
会
員
の
意
見
が
反
映
さ
れ

る
よ
う
な
組
織
運
営
が
な
さ
れ

て
い
た
ら
、
Ｊ
Ｉ
Ｏ
や
成
人
学

会
も
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
可

能
性
が
高
い
と
述
べ
た
。
さ
ら

に
深
町
会
長
は
、
先
の
大
阪
で

の
日
矯
学
会
年
次
大
会
に
お
い

て
、
会
員
が
占
め
る
大
学
在
職

者
数
と
開
業
医
数
の
比
率
に
対

し
て
開
業
医
の
代
議
員
数
が
著

し
く
少
な
い
事
、
会
員
総
会
が

無
い
事
な
ど
、
会
員
か
ら
非
民

主
的
な
運
営
に
対
す
る
批
判
が

出
た
事
に
触
れ
た
。
ま
た
現
状

の
様
に
、
歯
科
大
学
矯
正
科
で

あ
れ
ば
無
審
査
で
研
修
機
関
と

な
り
う
る
事
が
是
正
さ
れ
な
い

限
り
、
専
門
医
の
質
は
担
保
さ

れ
な
い
と
述
べ
、
大
学
主
導
の

シ
ス
テ
ム
を
変
え
る
重
要
性
に

触
れ
た
。
夕
田
監
事
は
日
矯
学

会
の
専
門
医
数
に
ふ
れ
、
全
体

の
ビ
ジ
ョ
ン
が
確
立
さ
れ
な
い

ま
ま
に
毎
年
数
百
の
専
門
医
を

輩
出
す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を

続
け
て
い
る
の
で
は
話
し
合
う

余
地
が
な
い
と
、
専
門
医
を
乱

造
し
て
い
る
現
状
に
苦
言
を
呈

し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
深
町
会

長
は
、
新
た
な
認
定
機
構
を
作

る
条
件
と
し
て
、
来
年
度
の
認

定
医
・
専
門
医
制
度
の
凍
結
を

提
案
し
、
次
回
の
懇
談
会
前
ま

で
に
、
役
員
会
に
諮
る
こ
と
を

求
め
た
。

現
行
制
度
を
凍
結
し
な
い
と
会

員
が
混
乱
す
る
可
能
性
が
あ
る

　

こ
れ
に
対
し
て
、
日
矯
学
会

飯
田
理
事
は
、
凍
結
し
な
い
と

会
員
が
混
乱
す
る
と
い
う
事
に

疑
義
を
述
べ
、
逆
に
凍
結
す
る

方
が
混
乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
る

と
の
見
解
を
述
べ
た
。
一
方
、

厚
労
省
の
飯
村
氏
は
、
仮
に
凍

結
し
な
い
場
合
に
は
、
新
し
い

資
格
に
つ
い
て
協
議
中
な
の

で
、
再
度
、
研
修
や
試
験
等
を

受
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
可
能

性
が
あ
る
等
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

必
要
と
述
べ
、
仮
に
新
資
格
が

出
来
た
場
合
に
は
、
旧
資
格
の

方
は
一
旦
そ
の
経
過
措
置
を
ク

リ
ア
す
る
ま
で
は
専
門
医
を
広

告
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、
確
か
に
混
乱
は
生
じ
る
可

能
性
が
あ
る
。
一
旦
止
め
る
と

い
う
の
は
ひ
と
つ
の
手
だ
と
思

う
、
と
述
べ
た
。

　

最
後
に
、
事
前
質
問
に
対
す

る
日
矯
学
会
の
回
答
が
未
提
出

な
の
で
、
十
月
九
日
ま
で
に
回

答
す
る
と
の
約
束
を
交
わ
し
、

次
回
日
程
を
十
一
月
二
十
九
日

と
し
た
。
な
お
次
回
の
幹
事
は

Ｊ
Ｉ
Ｏ
で
、
厚
労
省
は
参
加
し

な
い
予
定
。
次
回
以
降
の
懇
談

会
で
方
向
性
が
定
ま
っ
た
時
点

で
、
厚
労
省
お
よ
び
日
本
歯
科

医
師
会
、
日
本
歯
科
医
学
会
に

参
加
を
呼
び
か
け
最
終
的
な
詰

め
の
作
業
を
行
う
方
針
と
な
っ

た
。
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事前質疑応答全文掲載

　我が国の歯科医療において、先人より歯科矯正専門開業という特化された診療形態が構築され、
約半世紀が経ちました。現在、約 1,000 の専門開業施設があり、歯科矯正治療を通して社会に貢
献しています。
　しかしながら、これまで歯科矯正臨床環境をリードしてきた組織が、矯正治療の質よりも普及を
重視した施策運営を継続してきたために、臨床の質に係る社会環境整備は置き去りにされてきまし
た。すなわち、統一した専門医教育カリキュラムもないまま、矯正歯科の自由標榜を認め、技術認
定を軽視した認定医制度を長期にわたり展開したために、歯科矯正臨床環境は混乱し、歯科矯正専
門の開業形態は崩壊の危機に直面しています。
　このような状況下においては、一旦歩みを留めて、これまでの総括を行い、現状を分析し、原因
や責任の所在を明確にした上で、進むべき方向性を改めて定める事が必要です。
　当会の分析では、現状の混乱を打破して、国民が安心と信頼の中で歯科矯正治療を受けられるよ
うに環境を整備するためには、専門開業医が臨床の主体となるように専門医制度を構築する必要が
あります。それは、専門医制度の先進国である欧米の状況を見ても明らかで、歯科臨床の大半を開
業医が担っているという歯科の特殊性の中で、歯科矯正は長期の治療期間を要する特化された臨床
領域であるためです。
　そのような制度実現のためには、第三者を交えた透明な審査、厳しい技能評価に立脚した認定、
専門医数のコントロール、その基礎となる専門研修制度の構築、等が必要となります。また、国民
に分かりやすい制度となるように、専門医の審査や呼称は一本化する必要があります。
　従いまして、厚生労働省の指導の下に集うことになった三団体執行部の責務として、所属する団
体の利害を離れ、患者の福利達成という大局を見据えた判断が必要です。
　以上の主旨から、下記の質問状を送付し回答を得ました。

当会より有限責任中間法人日本矯正歯科学会への質問及び回答
１．専門医資格認定団体の外形基準を満たす団体について
　国民に信頼される専門医制度を運営する組織として、社会に開かれた法人組織であることは厚生
労働省の外形基準の示す通りです。
　有限責任中間法人日本矯正歯科学会については、本年 3 月に 230 名前後の有志で設立された組
織で、任意団体日本矯正歯科学会と有限責任中間法人日本矯正歯科学会は全く別の団体でありま
す。しかしながら、任意団体から有限責任中間法人への資金の移動や事業委託に関しては、任意団
体会員の承認手続きが行なわれておらず、さらに有限責任中間法人への入会にあたり、任意団体の
名簿や資産を流用して案内を送付し、入会意思を明確に表示しない者までをも自動的に入会させよ
うとしていることは、社会的規範に照らし合わせても、あってはならないことで、理解に苦しみま
す。
　以上のことを鑑み、下記２点につき、ご回答頂きたく存じます。
1．貴法人が、専門医資格認定団体の外形基準を満たす団体に相当すると言えるための会員数や活
動実績歴などの根拠を、お示しください。
2．任意団体日本矯正歯科学会は、法人格を取得する方向で活動しているとのことですが、任意団
体が法人格を取得した場合には、厚生労働省への有限責任中間法人日本矯正歯科学会の取扱いおよ
び変更は、どのように行われるのでしょうか。

（回答）上記質問に関しては、懇談会の席で、議論された内容でお答えとさせていただきます。

２．認定医制度との二階建て構造について
　貴学会の専門医制度は、認定医取得後の専門医取得の二階建て構造となっています。
　医科の内科領域において内科という広い領域の認定医制度があり、その subspecialty として 13
の関連学会があり、呼吸器内科、消化器内科等の専門医制度が設けられている例があります。しか
し、矯正歯科は、歯科における subspecialty といえる領域であり、細分化することに意義が感じら
れず、却って国民の混乱を招きかねないと考えます。JIO では、開業形態の違いにより、単科開業
医の場合は専門医、他科併設の場合は認定医とし、いずれの場合も同一の審査を受けることが条件
となっております。貴学会では、なぜ認定医を取得後、専門医制度を取得する方法を採用している
のか、その理由をお示しください。

（回答）当学会の認定医制度における認定医の資格取得者は基本的な研修を修了していること、ま
た歯科矯正治療における専門医を認定するには更に深い経験を積むことが必要だと判断したこと
によります。

３．研修カリキュラムの認定について
　一定レベル以上の臨床能力を担保された歯科矯正医を専門医として輩出するためには、統一され
た研修カリキュラムは不可欠です。さらに、研修医の治験例数を確保するためには、専門医を目指
す歯科医師の数のコントロールが必須です。
　貴学会が統一した研修カリキュラムを行うことを前提とされている場合は、その制度の理念と概
要並びに研修機関の認定に関する具体的な基準と方法を、ご教示いただきたく存じます。

（回答）以下のお渡しした資料に記載されておりますので回答に代えさせていただきます。
　　認定医制度規則　第 1 章　総則　第 1 条、第 2 条
　　認定医制度規則　第 3 章〈研修機関および臨床研修機関〉第 9 条～ 17 条
　　認定医制度施行細則　〈研修機関および臨床研修機関〉第 10 条～第 13 条、同（別表）
　　矯正歯科基本研修における到達目標、矯正歯科臨床研修における到達目標

当会より日本成人矯正歯科学会への質問と解答
１．定款と専門医制度規則の文言について
　日本成人矯正歯科学会の定款および専門医制度規則には、以下の記述があります。
　定款第 3 条「この法人は、歯科矯正学の進歩、発展を図り、特に成人の矯正歯科治療に関する

学術の向上及びその啓蒙、普及を図る活動を行い、歯科矯正学の発展と国民の健康の増進に寄与す
ることを目的とする。」
　専門医制度規則第１条「…成人ならびに成人に至までの年齢層に対する矯正歯科治療に精通する
優れた歯科医師…」
　定款に記載された目的「特に成人の矯正歯科治療に関する」と、専門医制度に記載された目的「成
人ならびに成人に至までの年齢層に対する矯正歯科治療」にある治療対象者に齟齬が認められま
す。
　成人の矯正歯科治療に特化した学会の趣旨や名称と異なる専門医制度は、国民の混乱を招く事が
必至と考えられますがいかがでしょうか。ご見解をお示しください。

（回答）成人の矯正治療を行うためには、成人に至るまでの年齢に対する幅広い治療の経験、知識
も当然のことながら要求されます。専門医制度規則第１条はわかりやすくしたため、文言の表囲 
は異なっても定款第 3 条と内容的に相反するものではありません。
　
２．認定医制度との二階建て構造について
日本矯正歯科学会への質問と同じ

（回答）専門医はより高度な矯正歯科の資格と考えており、認定医との二階建て構造にすることに
より、より精度の高い審査をパスした、選ばれた者だけが取得できる高度な資格として専門医を考
えています。また、そうすることにより、適正数を配慮することも可能になると思います。貴学会
の開業形態により、専門医、認定医と分けることに対し、私たちは、専門医は人に与える資格であり、
施設の差だけで分けられるものではないとも考えます。

３．研修カリキュラムの認定について
日本矯正歯科学会への質問と同じ

（回答）本学会も研修カリキュラムは持っており、すでに厚労省には提出済みです。もちろんこの
書類については貴学会へも提示させていただきます。また、これらの研修カリキュラムが 3 団体
で差があることは明白であり、最低限の研修内容についてはあらたに 3 団体で作成することも発
展的な意見として提案させていただきます。なお、研修機関の認定に関する基準と方法については
本学会専門医制度規則第 22 条～ 28 条に規定されておりますので、ご覧ください。

他団体から JIO への質問と回答

有限責任中間法人日本矯正歯科学会からの質問と回答
１．JIO、JBO、JAO の経緯に、「2004 年 1 月　JIO は、公平で透明性のある矯正歯科医の認定審
査の業務を外部組織に委託するため、JBO を設立。」「2005 年 6 月　統一された歯科矯正の卒後研
修の実施のため JAO 設立」とあり、3 団体に分かれていますが、実質的には 1 団体のように見えます。
このようにする理由を教えてください。

（回答）この３団体は各々の組織において、法人としての役員の法的責任の所在、財務処理の明確
化などの社会的責任を果たさなければならない。患者の福利を達成するために、専門医教育、専門
医認定事業という矯正歯科臨床環境の根幹を成す事業は、公平性、透明性の確保のために各々の組
織において独立して運営する必要がある。
　3 団体の役員の一部が重複しているが、各組織の一部の役員のみの意向が及ばないように各々組
織に規約を作っている。また、人的に重複している役員は、3 団体が共に実効性を高めるために有
機的に連携する役割を担っている。
　なお、任意団体日本矯正歯科学会の認定医および専門医事業の開始から現在までの収支報告書、
有限責任中間法人日本矯正歯科学会の専門医事業の開始から現在までの収支報告書を提出してい
ただきたい。

2．ご提示いただいた資料のフィロソフィーに「専門医制度は臨床能力に係る制度であるため、…、
歯科矯正臨床の大半を担っている専門臨床医が中心となった組織が運営すべきである。」とありま
すが、一部の臨床専門医の集まりではなく、日本の矯正専門臨床医のほとんどが所属する日本矯正
歯科学会においてその制度を運営することに関していかがお考えでしょうか。

（回答）質問の中にある「日本矯正歯科学会」は任意団体あるいは有限責任中間法人を指している
のか、明らかにすべきである。仮に、有限責任中間法人日本矯正歯科学会を指しているのであれば、

「日本の矯正専門臨床医のほとんどが所属する」と言われる矯正専門臨床医の名簿を明らかにすべ
きである。
　また、過去において大学関係者が組織運営の大半を占め、専門医教育カリキュラムがないまま、
技術認定を軽視した認定医制度を長期にわたり展開したために、歯科矯正臨床環境の混乱が生じた
ことは明らかであり、さらに、認定事業に関わる収入を一般財源化するなど、財務処理の不適切さ
がある。これらの理由により、貴会で専門医制度を運営することは適切ではない。
　当会では JBO を通じて矯正専門臨床医のための費用を自らが負担するシステムとなっている。

3．ご提示いただいた資料のフィロソフィーに「専門医の質を担保するには、経験症例数を確保す
る必要があるため、専門医数のコントロールが必須。」とありますが、「専門臨床医が中心となった
組織が運営」する制度で、専門医数を制限することは、国民から見た場合に、業界の保身と受け取
られないでしょうか。お考えをお聞かせください。

（回答）「医療施設体系のあり方に関する検討会」（座長：田中滋　慶応大経営大学院教授）
　平成 19 年７月 18 日「これまでの議論をふまえた整理」において下記の記載がある。
　「国民・患者の視点からは、そもそも専門医をどのように位置づけるべきかという観点から、専
門医の役割の明確化、地域的・全国的な必要数を踏まえた養成、更には症例数等技術的な側面の評
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価が必要ではないかとの指摘がある」
　厚生労働省が主導する検討会において、上記のような意見が集約されている事、および専門医制
度の先進国である欧米の制度の実態を鑑みても、問題はないばかりか、専門医の質の担保のために
はむしろ数のコントロールは必要であると考える。
　専門医数をコントロールできないのであれば、専門医制度の存在意義自体が疑問である。
　なお、専門医数のコントロールが必須としていることに対して、「…国民から見た場合に、業界
の保身と受け取られないでしょうか。」と懸念されているが、組織として専門医を輩出することに
対して社会的責任を負う気概や、専門医制度は患者や国民のためのものであるという視点が欠けて
いると言わざるを得ない。

4．「技能評価において、…、経験に基づく主観的な判断が必要」とありますが、対外的に評価の
公平性をどのように説明できるのでしょうか。客観的評価方法を確立することが、国民にも受験者
にも公平であることを示すことができると思いますが如何でしょう。

（回答）ABO が用いている the objective grading system や the discrepancy index の研究によって、
数値で矯正臨床の質を評価する際には症例の難易度をきちんと加味することができない事が示さ
れている。たとえば開咬で咬合力が弱い II 級症例は誰が治しても点数は低くなるため、症例の難
易度を加味した治療結果の判定にはならない。
　この点を解決するには、経験豊富な複数の矯正臨床医の主観を利用せざるをえない。

日本成人矯正歯科学会からの質問と回答
１．JIO  JBO  JAO ３法人について
　それぞれ３法人が相互に有機体として仕事を分担しているが、JIO のみが今回の専門医を有する
矯正歯科団体であると考えるが、その中に審査機構、研修機構が存在せず、別の独立した法人にそ
れらの業務内容が存在し、JIO の認定専門医団体として問題はないのか？

（回答）第 26 号関係（2）専門医資格を認定する団体の基準（キ　専門医告示第 7 号関係）にある
ように、十分な内容及び水準の公正な試験を実施するために、JBO に委託を行っております。同様
の例として、医科では審査委託団体として心臓血管外科専門医認定機構があります。
　研修については、JIO 定款の目的事項および事業（4）「歯科矯正学および歯科矯正医療に関す
るセミナー、講習会等の開催」にありますが、定款第 62 条「業務の一部を JAO に委託する」と
いう記載に示すとおり、すべての研修を JIO で行わず、外部の研修機関と有機的に連携したもの
となるように研修機構を外部に設立しています。また、JBO が専門医制度の根底となる卒後研修（シ
ニアレジデント）の質を管理（カリキュラムの認定）することができるよう、組織立てを行って
おります。

２．日本成人矯正歯科学会、日本矯正歯科学会と JIO の歩み寄りに関して
　前者２法人は、専門医申請の資格など比較的類似点も多く、多少の修正で、かなりの合意が得ら
れると考えられるが、JIO は具体的にどのあたりまで、歩み寄りが可能かどうか？
一例として
１）申請資格の点で、他２団体の資格とほぼ共通な実績で可能かどうか
２）他にも具体的な歩み寄りについてのお考えをお聞きしたい

（回答）JBO の審査は、臨床経験豊富な臨床医が、第三者委員とともに客観的事実（資料）に基づき、
症例の難易度をも加味した適正な判断を下せるシステムを採用しています。すなわち、簡単に咬む、
治りの良い症例ばかりが評価の遡上にのぼる可能性をできるだけ排除し、専門医としての資質を十
分に評価できるような制度となる様に配慮した結果、100 症例中の 5 症例の審査、又は未治療指
定 10 症例の審査が適当であるとの結論に至りました。従いまして、現時点では、JBO の審査要件
を緩和する予定はありません。

３．専門医審査への相互乗り入れ
　JBO の認定審査の第３者として、他２団体からの人員を受け入れることが可能かどうか？

（回答）本年 10 月 4 日の第 4 回審査から、オブザーバーとして参加することができますが、第三
者委員として審査に加わることはできません。矯正臨床医として審査に加わる際には、JBO 審査で
認定され、JBO 審査委員会からの推薦を得て、専門医の立場で審査委員としてご協力頂く事となり
ます。

４．既にそれぞれの学会で専門医資格を取得している者への対処について
　それぞれの団体ですでに、法人化し専門医制度がスタートされているが、それらの専門医取得
者については、３団体共通の問題として今回の改正後もそのまま専門医として認める意向かどう
か？

（回答）JBO 認定基準細則第 8 条を準用し、その条件を満たす方に対しては、承認は可能であると
思われます（グランドファーザールール）。
　なお、期限を設けて、混乱の主因となっている既存の認定医制度を廃止することが必要です。

（歯科矯正専門臨床歴 30 年以上の認定）
第 8 条　平成 21 年度までに限り、歯科矯正専門臨床歴 30 年以上で 60 歳以上の者の臨床能力の
審査については、認定審査運営委員会の推薦を得た後に 100 症例のリスト中から 5 症例を JIO 学
術大会へ提示し、認定審査委員会の審査をもって認定する。審査委員会が指定した 1 症例を 3 年
以内に JIO 雑誌に投稿しなければならない。この場合、認定制度規則第 26 条に定める申請料は 1
万円とする。
2　平成 21 年度までに限り、歯科矯正専門臨床歴 30 年以上で 65 歳以上の者の臨床能力の審査に
ついては、認定審査運営委員会の推薦を得た後に 100 症例リスト中から 3 症例を JIO 学術大会へ
提示し、認定審査委員会の審査をもって認定する。この場合、認定制度規則第 26 条に定める申請
料は 1 万円とする。

日本成人矯正歯科学会から有限責任中間法人日本矯正歯科学会への質問と回答
１．専門医の資格
　12 年以上継続して学会員であるという、年月が長すぎないか？
　またその年限の基本的な考えの根拠は何か？

（回答）これまでの認定医制度における認定医、指導医における申請資格およびこれまでの研修機
関における研修内容を参考に、専門医への申請資格を定めました。

　卒後、矯正専門開業に勤務、海外への留学など、学会指定研修施設での研修が不十分な場合にも、
専門医取得のために大学以外で研修した者にも取得の道がもっとあるべきと考えるがその点につ
いてはどうお考えか？

（回答）平成 19 年 9 月 19 日の社員総会で承認された認定医制度規則、同施行細則において、ご
指摘の該当者に対しての配慮がなされています。

　現在研修期間について、事実上差があると思うがその研修期間を、第３者、たとえば大学勤務者
だけでなく、専門開業している者に評価を依頼するような機構は可能かどうか？

（回答）「研修機関」に対するご質問と思いますが、その評価は大学勤務者だけに依頼するものでは
ありません。

２．指導医と専門医について
　指導医と専門医の両者の矯正歯科についての役割の差は何か？

（回答）指導医は認定医資格取得を志向している歯科医を指導することを役割とし、専門医は、患
者に対して専門性を窮めた矯正治療を行うことを主な役割とします。

　指導医と専門医の資格をすでに取得している者は、両方を持ち続けることは可能かどうか。
（回答）可能です。

　指導医は、臨床的な技術レベルの評価である認定医はもちろん専門医資格ももっているのが妥当
と考えるが、その点についてはどうお考えか？

（回答）①②への回答を参考にしてください。

３．専門医審査への相互乗り入れ
　認定審査の第３者として、他２団体からの審査員等を受け入れることが可能かどうか？

（回答）専門医制度規則第 15 条を参考にしてください。

４．すでにそれぞれの学会で専門医資格を取得している者への対処について
　それぞれの団体ですでに、法人化し専門医制度がスタートされているが、それらの専門医取得者
については、３団体共通の問題として今回の改正後もそのまま専門医として認める意向かどうか？

（回答）懇談会における厚労省の見解に従うのが適当と考えます。

５．専門医の倫理規定
　昨年の専門医試験において、患者に貴学会から、申請者の了解を得ず、しかも、本学会の○○○
○は　と申請者の氏名に敬称を省略したアンケート調査を行ったことに関して、いろいろと問題が
あると思われるが、そういうことに対する貴学会自体の倫理についてはどうお考えか？　また、患
者から同意書をとらず、偽造した専門医審査申請者に対してはどのように対処されたのか？ 

（回答）本学会から患者に宛てた文書において、本学会会員である申請者名に敬称をつけることは
適切でないと判断されたことによります。また文書に、患者に問い合わせをする場合があることが
記載してあり、申請者は了解なさっているものと思います。申請者の内、提出された同意書が悪質
な偽造と判断され不合格になった事実があります。

有限責任中間法人日本矯正歯科学会から日本成人矯正歯科学会に対する質問と回答
　専門医制度規則の総則に矯正歯科専門医制度を設ける目的として「成人ならびに成人に至るまで
の年齢層に対する矯正歯科治療に精通する優れた歯科医師を養成し、以って歯科医療の向上を図り
国民の健康増進に寄与すること」とありますが、この対象となる治療は小児から成人にいたる矯正
治療全体に及ぶと考えられます。「日本成人矯正歯科学会」の持つ基本的な姿勢はどのようなもの
なのでしょうか。その学会の持つ理念と専門医制度の目的との間の整合性についてご説明いただき
たい。

（回答）成人の矯正治療を行うためには、成人に至るまでの年齢に対する幅広い治療の経験、知識
も当然のことながら要求されます。専門医制度規則第 1 条はわかりやすくしたため、文言の表現
は異なっても定款第 3 条と内容的に相反するものではありません。

　日本矯正歯科学会の指導医、専門医、認定医、また会員歴を、貴学会の認定医申請資格の中に使
用することができる制度となっていますが、その意図するところをご説明ください。

（回答）日本における矯正歯科の歴史を辿れば、日本矯正歯科学会がその指導的役割を果たして
きたことは厳然たる事実であり、また、認定区制度を最初に制度化し実施したのも日本矯正歯
科学会である。その事実と実績を尊重し、本学会の多数が会員であることも考慮してのことで
ある。

　認定医の申請資格として、認定医制度規則第 2 章第 4 条 3 項に「本学会の認める矯正歯科専門
医療機関に矯正歯科専従として 6 年以上在籍しているか、あるいは同等の矯正歯科臨床経験を有
すること」とあります。一方 、専門医の申請資格として、専門医制度規則第 3 章第 10 条 1 項 「本
学会の認める認定研修施設に 6 年以上常勤するかまたは、2 年以上在籍し同等の矯正歯科臨床経
験を有する者」とあり、ほぼ同じ条件であるようですが、認定医 、専門医の 2 つの制度を持つ合
理性についてご説明ください。

（回答）本学会の認定医の申請資格では「本学会の認める認定研修施設に 2 年以上在籍し 」という
条件はなく、専門医資格では認定医申請資格より深い系統だった学術的背景を要求している。
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②　飛騨牛　肉の沖村

今
日
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推
薦
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は
富
山
県
魚
津

市
在
住　

関
康
弘
先
生
で
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
関
で
す
。
今
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は
ほ
っ
ぺ
が
落
ち
る
牛
肉
で

す
。
北
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ル
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岐
阜
県
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岡
町
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澄
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っ
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気
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れ
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め
て
育
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ら
れ
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飛
騨
牛
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し
ま
す
。

　
「
飛
騨
牛
」
の
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史
は
、

一
九
八
一
年
、
名
牛　

安
福
号

と
い
う
一
頭
の
種
雄
牛
を
岐
阜

県
肉
用
牛
試
験
場
が
購
入
し
た

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。以
来
、

約
二
十
六
年
に
わ
た
っ
て
、
県

を
中
心
と
す
る
行
政
と
生
産
農

家
、
肥
育
農
家
、
Ｊ
Ａ
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と
す
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流
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ど
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連

業
界
・
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者
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質
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い
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牛
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育
成
に

取
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ま
し
た
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さ
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と
し
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力
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全
国
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れ
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し
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。

　

こ
う
し
た
生
産
に
携
わ

る
人
々
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熱
意
に
よ
り
、

二
〇
〇
二
年
九
月
に
開
催
さ
れ

た
五
年
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一
度
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和
牛
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オ
リ

ン
ピ
ッ
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第
８
回
全
国
和
牛
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進
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て
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内

閣
総
理
大
臣
賞
・
最
優
秀
枝
肉

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
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。

　
「
肉
の
沖
村
」
は
そ
ん
な
飛

騨
牛
の
中
で
も
肉
質
の
良
い
最

高
級
の
特
選
牛
に
こ
だ
わ
り

つ
づ
け
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柔
ら
か
く
て
ジ
ュ
ー

シ
ー
な
味
の
芸
術
品
と
も
い
え

る
飛
騨
牛
だ
け
に
こ
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わ
っ
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お
店
で
す
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た
、「
肉
の
沖
村
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あ
り
ま

す
。
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締
役
の
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ひ
と
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よ
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が
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あ
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取
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２
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２
）
共

に
600
㌘
か
ら
ご
用
意
致
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
ワ
ン
ラ
ン
ク
上

の
特
選
（
ヒ
レ

：

ご
注
文
番
号

Ａ–

１
、 

ロ
ー
ス

：

ご
注
文
番

号
Ｂ–

１
）
も
お
試
し
く
だ
さ

い
。
そ
の
他
、
上
カ
ル
ビ
（

500

㌘

：

ご
注
文
番
号
Ｃ–

１
、 

１

㌕

：

ご
注
文
番
号
Ｃ–

２
）、 

霜
降
り
す
き
焼
き
・
焼
き
肉

用
（

500
㌘

： 

ご
注
文
番
号
Ｅ–
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２
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２
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今
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に
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先
＝
〒
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一
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一
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〇
三
四
四
、
フ
ァ
ッ
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〇
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七
八–

八
二–

〇
七
二
九

1．診療ガイドライン（Clinical Practice Guideline）とは何か

（1）診療ガイドラインの定義
　現在よく用いられる定義としては、「特定の臨床状況において、
適切な判断を行なうために、医療者と患者を支援する目的で系統
的に作成された文書」（［Clinical Practice Guidelines: Directions for 
a New Program, M.J. Field and K.N. Lohr （eds.） Washington, DC: 
National Academy Press.　1990；38］ ）とされています。1990 年
の文章にもかかわらず、医師とせずに、医療者（practitioner）と表
記したこと、およびガイドラインを医療者のみでなく、患者（patient）
も支援する対象と記載したことが、高く評価されています。
　また、ガイドラインに対する言葉としてスタンダード（Standard）
があります。スタンダードは、「おおよそ 95％以上の医療者・患者
に当てはまるもの」とされ、「一定の水準を満たす診療・治療で、
医師として恥じることなく、通常行われる医療行為であり、 各国に
おいて相違があり、医療システム・保険などにより影響を受け、変

動するもの。国、時代により異なる」とされています。一方、ガイドラインは、「60％から 95％
の医療者・患者に当てはまるもの」で、「適切な診療を行なうための「道筋」を広く示すものであり、
現在利用可能な根拠（エビデンス）と専門家の意見の合意（エキスパートオピニオンのコンセンサ
ス）により作られたものであり、これにより Standard を排除するものではない」とされています。

（2）診療ガイドラインが作られるようになった背景と現在の医療システムの中の位置づけ
　日常診療において、新しい治療方法が報告された場合や複数の選択肢がある場合、自分の経験や
先輩医師（専門家）の意見を基にして選択することが多い。このような、「経験に基づく医療」を
否定し、根拠に基づく医療（Evidence-based Medicine：EBM）を推奨する流れが 1990 年代より
欧米において始まった。臨床研究、特に無作為比較試験（RCT）の結果を用いた診療が強調される
ようになったわけです。しかし、外来診療に忙殺される日々を送る臨床の医師・歯科医師にとって、
論文検索や学会への頻回の参加は難しい。そこで、根拠を提示して推奨される診療を提示する資料
集が「診療ガイドライン」ということになります。しかし、場合によっては、根拠が乏しい場合や
日本の日常診療に合わない場合も少なくありません。この場合は、専門家の合意（コンセンサス）
によって推奨診療が提示されることとなります。

2．日本の現在の状況と今後の展望

（1）現在どのような診療ガイドラインが作られているのか
　ガイドラインには、診療ガイドライン以外にも実験ガイドライン、倫理指針ガイドライン、その
他各種ガイドラインがあり、総数は膨大ですが、「診療ガイドライン」という名称がつけられてい

るものは、現在 500 冊以上出版されています。その内容もさまざま
ですが、「作成主体が当該疾患の中心的な診療団体であるか？」、「可
能な限りエビデンスを提示しているか？」など、ガイドラインその
ものの評価によれば、いわゆる「使える」ガイドラインは多くはな
いと思われます。しかし、すべての作成班がガイドライン作成方法
に関する専門家の意見を聞くことはなかなか難しく、その機会も多
くないのが現状です。

（2）ガイドライン作成のガイドラインの作成等
　医療情報センター（Minds）では、内部の専門部会である診療ガ
イドライン選定委員会を中心として「Minds 診療ガイドライン作成
の手引き 2007」を本年 9 月に出版しました。一般的なガイドライ
ン作成方法や、ガイドラインの意義、あるいはエビデンスがない場
合の推奨の仕方など、海外のガイドラインに関する情報をまとめま
した。
　その他 Minds では、ガイドラインを補う最新の情報提供やトピッ
クス、一般むけの情報を公開し、その普及および適正試用のための
努力を行なっていく予定です。

3．矯正歯科分野におけるガイドラインの現状と展望

　歯科分野においては、「ガイドライン」と言えば、「赤本のガイドライン」を思い浮かべる臨床歯
科医が多いことでしょう。医科の分野においても、診療点数表にガイドラインが掲載されていた時
代があったとのことです。「赤本のガイドライン」と今回話題にしている「診療ガイドライン」は、
全く違うものというわけではありません。双方とも、診療の指針となるものという点では意味合
いは似ています。ただし、「診療ガイドライン」の特徴は、①可能な限り科学的根拠（エビデンス）
を提示していること、②現在の日本で行われている全ての手段を提示すること、③根拠の信頼性の
高さ（エビデンスレベル）と専門家の意見、実際の臨床の実情を総合して、「現時点でのお勧め具合」
を提示することが重要と考えられます。その中には、現時点では保険診療と認められていないもの
もあると思われます。
　矯正歯科分野は、診療ガイドラインが必要な分野と考えられます。前述のように、日常診療にお
いて、術者の経験に加えて新しい治療方法が次々と報告され、複数の選択肢がある場合も多いと考
えられるからです。その場合の問題点としては、臨床研究、特に無作為比較試験（RCT）が乏しい
ことも予想されます。この場合は、前述のごとく、関係者や専門家の合意（コンセンサス）によっ
て推奨診療が提示されることとなりますので、可能な限りすべて（利害の対立するグループを含
めて）の領域・団体の関係者が参加することが推奨されます。また、歯科医師向け、患者向けの 2
種類のガイドラインが作成されることが理想的です。

日本における診療ガイドラインの現況と歯科矯正領域の診療ガイドラインについて
財団法人日本医療機能評価機構 医療情報サービスセンター（Minds） 医療情報事業部 部長　吉田 雅博 先生
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Ｒ
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カ
リ
エ
ス
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療
に
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い
て

隣
接
面
カ
リ
エ
ス
を
的
確
に

処
置
す
る
こ
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は
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と
視
認
し
に
く
い

部
位
で
あ
る
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難
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か
っ
た
。
肉
眼
で
は

マ
ト
リ
ッ
ク
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と
残
存
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質

と
の
適
合
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認
で
き
な

い
こ
と
が
主
た
る
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あ

る
。
こ
こ
に
顕
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こ
と
の
意
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は
大
き
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ル
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Ｗ
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ｇ
ｅ 

Ｍ
ｅ
ｔ

ｈ
ｏ
ｄ 

と
相
ま
っ
て
旧
来
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治
療
で
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想
像
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な
か
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た
ほ
ど
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良
好
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適
合
性
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確
保
し
た
Ｃ
Ｒ
修
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。
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周
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歯
周
初
期
治
療
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お
い
て
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
と
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に
重
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な
こ
と
は
ポ
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ト
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ス

３
〜
４
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リ
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の
深
さ
の
歯

石
を
確
実
に
取
り
除
く
こ
と

で
あ
る
。
重
度
の
歯
周
治
療
に

は
歯
周
外
科
処
置
が
必
要
に
な

る
が
、
重
症
化
す
る
前
の
初
期

か
ら
中
等
度
の
段
階
で
歯
肉
縁

下
の
歯
石
を
確
実
に
発
見
、
除

去
す
る
こ
と
は
歯
周
治
療
に
お

い
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
プ

ロ
ー
ブ
や
ス
ケ
ー
ラ
ー
を
使
っ

て
の
触
覚
に
頼
る
探
査
で
は
歯

石
の
残
存
が
多
発
し
、
Ｏ
ｖ
ｅ

ｒ 

ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

　

前
世
紀
に
開
発
さ
れ
た
臨
床
用
実
体
顕
微
鏡
は
歯
科
領
域
で
も
根
管
治
療
を
は
じ
め
、

歯
周
形
成
外
科
、
補
綴
な
ど
様
々
な
分
野
に
変
革
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
二
十
一
世
紀

の
歯
科
治
療
の
発
展
を
考
え
る
と
き
、
顕
微
鏡
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
い
る
先
進
諸
国
で
は
健
康
志
向
に
よ
り
、
口
腔
機
能
を
よ
り
長

く
、
で
き
れ
ば
人
生
の
終
末
ま
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
。
歯
冠
崩

壊
し
た
歯
牙
を
高
度
な
審
美
性
を
備
え
た
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ク
ラ
ウ
ン
で
歯
冠
回
復
し
た
り
、

歯
周
病
に
よ
り
失
っ
た
歯
周
組
織
を
様
々
な
薬
剤
、
術
式
を
駆
使
し
て
再
生
さ
せ
る
こ

と
も
今
や
可
能
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
最
新
の
補
綴
処
置
や
再
生
療
法

が
必
要
と
さ
れ
る
歯
牙
の
多
く
は
再
治
療
で
あ
る
こ
と
を
い
ま
一
度
臨
床
家
で
あ
る

我
々
は
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
は
た
し
て
初
期
治
療
の
質
に
問
題
が
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
基
本
的
な
初
期
治
療
に
臨
床
用
実
体
顕
微
鏡
を
使
う
こ

と
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
二
十
一
世
紀
の
歯
科
治
療
の
進
む
べ
き
方
向
を
指
し
示
す
。

隣接面コンタクト直下に発生したカリエス（右）と修復後の状態

最後方歯の歯肉縁下歯石最後方歯の除石

ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

に
よ
る
為
害
作

用
も
起
こ
り
が
ち
で
あ
る
。
顕

微
鏡
を
使
う
こ
と
で
、
た
と
え

臼
歯
部
で
あ
ろ
う
と
も
歯
肉
縁

下
歯
石
を
視
認
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
顕
微
鏡
で
細
菌
の

一
匹
ま
で
見
え
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
旧
来
の
盲
目
的
な
除
石

と
は
格
段
に
高
い
確
度
で
安
全

に
治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

応
用 

　

カ
リ
エ
ス
及
び
歯
周
疾
患
の

初
期
治
療
に
お
い
て
治
療
の
質

を
上
げ
る
こ
と
以
上
に
大
切
な

こ
と
は
、
患
者
の
治
療
、
予
防

に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に

も
顕
微
鏡
は
大
き
な
威
力
を
発

揮
す
る
。
顕
微
鏡
に
搭
載
し
た

Ｃ
Ｃ
Ｄ
カ
メ
ラ
か
ら
の
動
画
を

Ｈ
Ｍ
Ｄ
（
Ｈ
ｅ
ａ
ｄ 

Ｍ
ｏ
ｕ

ｎ
ｔ 
Ｄ
ｉ
ｓ
ｐ
ｌ
ａ
ｙ
）
を

使
っ
て
患
者
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
見
せ
る
の
で
あ
る
。
口
腔
内

の
現
状
を
見
て
も
ら
う
だ
け
で

も
良
い
。
カ
リ
エ
ス
を
除
去

し
、
Ｃ
Ｒ
を
充
填
す
る
過
程
を

つ
ぶ
さ
に
見
て
も
ら
え
ば
更
に

良
い
。
患
者
は
自
ら
の
口
腔
内

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
見
て
、
驚

き
、
我
々
の
治
療
に
共
感
を
示

し
て
く
れ
る
。
共
感
を
土
台
と

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

21世紀の歯科治療とは？
東京都世田谷区・デンタルみつはし

三橋 純 先生

患
者
と
の
関
係
を
い
ま
ま
で
に

な
く
良
好
で
強
固
な
も
の
に
し

て
く
れ
る
。

私
の
目

　

顕
微
鏡
を
特
別
な
治
療
で
な

く
、
日
常
臨
床
で
初
期
治
療
に

「
何
気
な
く
」
使
う
こ
と
は
、

顕
微
鏡
を
我
々
の
体
の
一
部
に HMD：患者が口腔内の現状をリアルタイムに把握できる

顕微鏡下の治療風景

す
る
こ
と
で
あ
る
。
顕
微
鏡
下

の
治
療
は
視
力
低
下
や
眼
精
疲

労
、
腰
背
部
痛
か
ら
我
々
を
解

放
し
て
、
歯
科
医
師
人
生
を

エ
ン
ジ
ョ
イ
さ
せ
て
く
れ
る
。

二
十
一
世
紀
の
歯
科
治
療
の
進

む
べ
き
道
は
初
期
治
療
の
質
を

向
上
さ
せ
た
上
で
予
防
を
確
立

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
道

を
進
む
た
め
の
羅
針
盤
が
顕
微

鏡
で
あ
る
。

三橋 純 先生　プロフィール

1989 年	 新潟大学歯学部卒業
同年	 東京歯科研究会勤務
1992 年	 新潟市三橋歯科医院勤務
1998 年	 東京都大田区荒木歯科医院勤務
2000 年	 東京都世田谷区にデンタル　みつはし　開業

日本顕微鏡歯科学会　理事
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北
九
州
市
小
倉
北
区　

お
お
き
矯
正
歯
科

Ｊ
Ｉ
Ｏ
会
員　

大
木 

淳 

先
生

　
小
倉
駅
か
ら
バ
ス
に
乗
る
、
小
倉
城
に
見
送
ら
れ
下し

も
い
と
う
づ

到
津
バ
ス

停
ま
で
15
分
、
大
学
、
美
術
館
、
図
書
館
な
ど
の
文
化
施
設
が
多

く
あ
る
落
ち
着
い
た
町
並
み
の
中
に「
お
お
き
矯
正
歯
科
」は
あ
る
。

黄
色
い
看
板
が
か
わ
い
い
。
一
階
が
ポ
プ
ラ
の
ビ
ル
の
二
階
へ
あ

が
る
。
ド
ア
を
あ
け
る
と
白
衣
の
王
子
様
が
出
迎
え
て
く
れ
る
。

先
生
が
歯
科
医
師
を
志
し
た
理

由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

私
の
父
は
土
木
建
築
業
を
経

営
し
て
お
り
ま
し
た
。
父
も
二

代
目
で
、
こ
の
業
界
の
経
営
の

難
し
さ
に
は
大
変
苦
労
を
し
て

い
た
よ
う
で
、
私
が
そ
れ
を
継

ぐ
こ
と
で
、
敢
え
て
同
じ
苦
労

さ
せ
た
く
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
当
時
の
父
の
友
人
で
あ
っ

た
歯
科
医
師
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
、
歯
科
医
院
と
い
う
一

国
一
城
の
主
に
な
る
た
め
、
そ

の
歯
科
医
師
の
出
身
校
で
も
あ

る
九
州
歯
科
大
学
へ
の
進
学
を

決
定
し
ま
し
た
。

先
生
が
歯
科
矯
正
医
を
志
し
た

理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
当
時
の
九
州
歯
科
大
学

の
５
年
生
の
実
習
は
か
な
り

高
度
な
実
習
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
ワ

イ
ヤ
ー
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
含

め
、
そ
れ
ら
が
得
意
で
あ
っ
た

私
は
、
よ
く
友
人
の
実
習
を
手

伝
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
し
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
代
わ
り

に
デ
モ
を
し
て
い
た
こ
と
も
思

い
出
し
ま
す
。
最
終
的
に
歯
科

矯
正
医
の
道
を
進
む
こ
と
を
決

定
づ
け
た
こ
と
は
、
６
年
生
で

受
け
た
タ
イ
ポ
ド
ン
ト
の
実
習

で
す
。
こ
の
時
、
歯
が
動
い
て

き
れ
い
に
並
ん
で
い
く
事
に
大

き
な
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
こ

ん
な
単
純
な
事
で
し
た
。

先
生
の
尊
敬
す
る
師
匠
は
ど
な

た
で
す
か
。

　

私
の
矯
正
、
お
よ
び
人
生
の

師
匠
は
、
現
在
、
九
州
歯
科
大

学
矯
正
歯
科
学
講
座
の
准
教
授

で
あ
る
藤
田
邦
彦
先
生
で
す
。

彼
が
い
な
け
れ
ば
、
今
の
私
は

あ
り
得
ま
せ
ん
。

　

昼
夜
を
問
わ
ず
、
彼
の
診
療

や
研
究
、
遊
び
に
常
に
、
一
緒

に
付
き
合
わ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
臨
床
に
関
し
て
は
「
患
者

さ
ん
は
常
に
自
分
の
身
内
（
愛

す
る
人
）
で
あ
る
」
と
考
え
て

常
に
患
者
さ
ん
と
接
す
る
事
を

教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

こ
の
こ
と
は
、
今
あ
る
自
分
の

ベ
ス
ト
を
尽
く
す
事
と
も
理
解

し
て
い
ま
す
。

大
学
で
の
教
員
時
代
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

　

実
質
、
教
員
期
間
は
二
十
一

年
間
で
し
た
が
、
歯
科
矯
正
科

を
臨
床
実
習
で
通
過
し
て
い
く

学
生
は
、
短
期
間
で
あ
り
、
こ

の
短
期
間
に
感
動
さ
せ
る
に

は
、
症
例
を
見
せ
た
り
、
メ
カ

ニ
ク
ス
を
話
す
よ
り
、
実
際
に

ワ
イ
ヤ
ー
の
結
紮
の
早
さ
や
、

熟
練
し
た
手
早
い
印
象
材
の
練

和
の
仕
方
や
生
き
た
印
象
の
取

り
方
な
ど
を
、
格
好
良
く
見
せ

る
こ
と
で
、
感
動
さ
せ
て
い
ま

し
た
ね
。
感
動
す
れ
ば
彼
ら
は

そ
れ
を
真
似
て
み
た
く
な
る
も

の
な
の
で
す
。
こ
の
感
動
が
重

要
で
す
ね
。
あ
る
時
、
卒
業
生

の
結
婚
式
に
招
か
れ
て
、
再
会

し
た
先
生
か
ら
私
の
印
象
の
練

り
方
や
採
得
の
仕
方
を
、
今
も

真
似
て
、
歯
科
衛
生
士
に
感
動

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
、
と
聞

い
て
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
ち

な
み
に
彼
は
他
の
実
習
は
あ
ま

り
覚
え
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

矯
正
治
療
を
教
育
す
る
に
際
し

て
何
が
一
番
難
し
か
っ
た
で
す

か
。

　

私
の
行
き
つ
け
の
散
髪
屋
さ

ん
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の
店

長
が
こ
の
よ
う
な
事
を
言
っ
て

い
ま
し
た
。
最
近
の
見
習
い
さ

ん
は
、
早
く
、
お
客
さ
ん
の
髪

の
毛
を
カ
ッ
ト
さ
せ
な
い
と
辞

め
て
い
く
そ
う
で
す
。
昔
は
、

見
習
い
の
３
年
間
は
、
お
客
さ

ん
の
髪
は
絶
対
に
カ
ッ
ト
さ
せ

て
も
ら
え
な
か
っ
た
そ
う
で
、

落
ち
た
髪
の
毛
の
片
付
け
や
洗

髪
だ
け
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
そ

の
合
間
に
、
先
輩
や
師
匠
の
手

さ
ば
き
や
鋏
の
使
い
方
を
見
て

覚
え
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
し

て
若
く
し
て
美
容
院
を
開
業
し

た
人
は
、
カ
ッ
ト
の
楽
し
さ
を

知
ら
ず
に
仕
事
を
辞
め
て
い
く

人
も
多
い
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
を
聞
い
た
と
き
、
ま
っ

た
く
歯
科
矯
正
臨
床
教
育
と
同

じ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
の
学
生
さ
ん
は
、
す
ぐ
に

答
え
を
聞
き
た
が
り
、
や
り
た

が
り
ま
す
。
そ
こ
で
す
ぐ
に
患

者
さ
ん
を
触
り
始
め
る
と
、
自

分
は
も
う
出
来
る
と
勘
違
い
し

て
し
ま
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

出
来
る
と
思
っ
た
時
点
で
、
そ

れ
以
上
の
進
歩
は
無
く
な
っ
た

と
考
え
た
方
が
良
い
で
し
ょ

う
。
そ
の
頃
か
ら
あ
ま
り
最
後

ま
で
教
え
な
い
で
、
考
え
さ
せ

る
こ
と
も
指
導
で
は
な
い
か
と

感
じ
ま
し
た
。

実
際
に
こ
の
仕
事
を
選
択
さ
れ

て
ど
う
で
し
た
か
？
　
仕
事
と

し
て
の
矯
正
の
魅
力
な
ど
を
お

話
し
下
さ
い
。　

　

こ
の
二
十
年
あ
ま
り
一
般
治

療
は
や
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
患
者
さ
ん
に
は
「
抜

歯
や
カ
リ
エ
ス
治
療
は
、
紹
介

す
る
歯
医
者
さ
ん
に
行
っ
て
下

さ
い
」と
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

す
る
と
「
先
生
は
歯
医
者
さ
ん

で
す
よ
ね
」
と
問
わ
れ
ま
す
。

そ
の
時
は
、「
私
は
そ
の
治
療

に
於
い
て
信
頼
で
き
る
先
生
を

紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
そ
の
歯
科
医
院
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
」
と
お
話
し
を
し

て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
逆
に
、

矯
正
治
療
に
関
し
て
他
院
か
ら

安
心
し
て
紹
介
さ
れ
る
医
院
で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
患
者

さ
ん
か
ら
の
感
謝
の
気
持
ち
も

そ
う
で
す
が
、
紹
介
し
て
頂
い

た
先
生
か
ら
感
謝
さ
れ
る
こ

と
も
、
こ
の
仕
事
を
や
っ
て
い

て
良
か
っ
た
と
思
う
瞬
間
で
す

ね
。

患
者
さ
ん
に
接
す
る
と
き
に
気

を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
？

　

大
学
在
籍
中
は
、
患
者
さ
ん

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
取
り
方
で
は
誰
に
も
引
け

を
取
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
開
業
し
て
み
る
と
大

学
で
診
て
い
た
患
者
さ
ん
の
性

格
や
家
庭
環
境
が
ま
る
で
見
え

て
い
な
か
っ
た
事
を
痛
感
し
ま

し
た
。
や
は
り
大
学
で
は
患
者

さ
ん
の
回
り
に
は
研
修
医
や
学

生
、
衛
生
士
な
ど
が
い
る
た

め
、
こ
の
環
境
で
患
者
さ
ん
や

ご
両
親
が
本
心
を
語
る
こ
と
は

難
し
い
と
分
か
り
ま
し
た
。
矯

正
治
療
は
短
期
間
で
終
了
す
る

一
般
の
歯
科
治
療
と
異
な
り
、

長
い
治
療
期
間
や
高
い
治
療
費

を
考
慮
す
る
と
患
者
さ
ん
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
ら

に
多
く
と
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
歳
を
取
っ
て
開
業

し
た
私
に
と
っ
て
は
、
私
の
ス

ト
レ
ス
の
軽
減
や
体
力
の
消
耗

を
考
え
る
と
、
結
果
的
に
は
患

者
数
を
押
さ
え
、
ゆ
っ
く
り
と

診
療
す
る
こ
と
だ
と
考
え
、
患

者
さ
ん
が
医
院
を
出
て
行
く
ま

で
、
気
持
ち
よ
く
送
り
出
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

若
い
先
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
一

言
。

　

特
に
大
学
を
卒
業
し
た
研
修

医
や
大
学
院
生
に
言
い
た
い
の

で
す
が
、
確
か
に
歯
科
医
師
に

な
り
、
一
般
的
に
、
年
齢
的
に

も
収
入
を
問
わ
れ
る
年
齢
で
す

が
、
今
か
ら
本
格
的
に
矯
正
臨

床
を
学
ぶ
上
で
は
、
ま
っ
た
く

の
初
心
者
と
し
て
、
ま
た
学
生

と
し
て
今
の
自
分
は
あ
る
と
考

え
て
ほ
し
い
の
で
す
。
出
来
る

だ
け
、
頭
の
中
は
矯
正
だ
け
に

し
て
、
勉
強
し
て
ほ
し
い
の
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
良

き
指
導
者
を
選
ぶ
こ
と
で
す
。

良
き
指
導
者
と
は
、
矯
正
臨
床

に
向
か
う
心
構
え
を
教
え
て
く

れ
る
だ
け
で
な
く
、
人
間
と
し

て
の
生
き
方
も
教
え
て
く
れ
る

人
生
の
師
匠
で
す
。
心
か
ら
尊

敬
出
来
る
人
を
早
く
見
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
い
つ
も
謙

虚
で
あ
っ
て
下
さ
い
。

何
で
も
良
い
で
す
。
言
い
た
い

こ
と
が
あ
れ
ば
。

　

二
十
一
年
間
、
大
学
に
在
籍

し
て
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
歯

科
学
生
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
と
し
て
の
教
育
は
勉
強
・
技

術
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
と
し

て
、
歯
科
医
師
と
し
て
の
生
き

方
も
教
え
て
く
れ
る
大
学
教
育

で
あ
る
べ
き
で
す
。
し
か
し
、

今
の
日
本
の
社
会
は
、
ど
の
職

業
も
偽
り
の
社
会
が
蔓
延
し
て

い
ま
す
。
政
治
の
世
界
、
司
法

の
世
界
、
医
療
の
世
界
、
食
品

業
界
、
建
築
業
界
、
警
察
、
教

員
、
一
般
公
務
員
な
ど
す
べ
て

の
社
会
が
、形
だ
け
の
形
態
で
、

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て

の
志
を
も
っ
て
仕
事
を
し
て
い

る
人
が
少
な
す
ぎ
ま
す
。
こ
ん

な
社
会
で
次
の
世
代
を
担
う
子

供
達
が
健
全
に
育
っ
て
行
く
わ

け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

少
な
く
と
も
大
学
だ
け
で

も
、
学
生
に
あ
ら
ゆ
る
面
で
尊

敬
さ
れ
る
教
授
、
教
員
で
満
た

さ
れ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
そ

し
て
学
生
に
は
感
動
を
与
え
、

学
生
自
身
、
自
分
も
そ
の
よ
う

な
先
生
に
な
り
た
い
と
思
う
こ

と
で
、
歯
科
界
、
矯
正
歯
科
界

さ
ら
に
社
会
が
良
く
な
っ
て

行
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

おおき矯正歯科・大木　淳（おおき すなお）先生
〒 803-0844 北九州市小倉北区真鶴 1-1-22　　TEL/FAX 093-592-4065
昭和 53 年 3 月 18 日	 九州歯科大学卒業
　　　　　4 月 12 日	 同大学大学院歯学研究科入学　歯科矯正学専攻
　　　　　7 月 10 日	 歯科医師免許取得
昭和 57 年 3 月 31 日	 同大学大学院修了（歯学博士）
　　　　　	 4 月 1 日	 九州歯科大学　教員採用（歯科矯正学講座）
平成 15 年 3 月 31 日	 同大学　退職（教員歴 21 年）
　　　　　	 4 月 1 日	 おおき矯正歯科　開設
役員：日本矯正歯科協会 理事、日本 MEAW 研究会 理事、

西日本歯科矯正学会 副会長　
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Ｊ
Ｂ
Ｏ
副
代
表
委
員　

関 

康
弘

一
九
九
〇
年 

顎
変
形
症
の
手
術
前
後
に
お
け
る
歯
科

矯
正
保
険
導
入
か
ら

一
九
九
六
年 

施
設
基
準
拡
大
に
つ
い
て

▶ 2◀

　

一
九
八
七
年
に
高
度
先
進
医

療
と
し
て
承
認
さ
れ
た
「
顎
変

形
症
（
顎
離
断
等
の
手
術
を
必

要
と
す
る
も
の
に
限
る
。）
の

外
科
的
手
術
前
後
に
お
け
る
歯

科
矯
正
治
療
に
関
す
る
療
養
」

が
、
一
九
九
〇
年
に
保
険
導
入

さ
れ
た
（
表
１
）。

　

詳
細
は
、
顎
口
腔
機
能
診
断

料
二
千
三
百
点
が
新
設
さ
れ
、

「
施
設
基
準
に
適
合
し
て
い
る

保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
行

う
顎
変
形
症
の
手
術
前
後
に

お
け
る
療
養
に
つ
い
て
歯
科

矯
正
の
必
要
が
認
め
ら
れ
る

と
き
は
、
こ
れ
を
療
養
の
給

付
の
対
象
と
し
て
行
っ
て
差

し
支
え
な
い
こ
と
」
と
さ
れ

た
。
い
く
つ
か
出
版
さ
れ
て
い

る
歯
科
矯
正
の
保
険
に
関
す

る
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
を
開
く
と
、

節
目
と
し
て
一
九
九
〇
年
に

保
険
導
入
さ
れ
た
こ
と
が
誇

ら
し
げ
に
書
か
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
「
施
設

基
準
に
適
合
し
て
い
る
保
険

医
療
機
関
」
に
つ
い
て
で
あ
っ

た
（
表
１
・
２
）。
保
険
は
口

腔
外
科
と
矯
正
歯
科
の
両
方
を

有
す
る
病
院
に
の
み
限
定
さ
れ

た
。
言
い
換
え
れ
ば
大
学
病
院

に
の
み
保
険
適
用
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
号

で
述
べ
た
高
度
先
進
医
療
を
実

施
す
る
医
療
機
関
の
施
設
基
準

か
ら
の
延
長
と
考
え
れ
ば
容
易

に
理
解
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
そ
し
て
顎
離
断
手
術
そ
の

も
の
を
保
険
扱
い
と
す
る
た
め

に
は
、
口
腔
外
科
と
矯
正
歯
科

の
両
方
を
有
す
る
大
学
病
院
で

の
み
最
初
か
ら
術
前
矯
正
治
療

を
行
う
こ
と
が
条
件
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
私
た
ち
は
こ
の
節

目
で
き
ち
ん
と
理
解
す
る
必
要

が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
保
険
導
入

さ
れ
た
と
は
言
え
国
民
皆
保
険

制
度
に
対
す
る
受
療
機
会
の

平
等
性
・
公
平
性
と
は
ほ
ど
遠

く
、
条
件
に
適
合
し
た
大
学
病

院
の
近
く
に
住
む
患
者
だ
け

に
経
済
的
恩
恵
が
あ
り
、
地
域

格
差
が
生
じ
て
い
た
こ
と
は
ま

ち
が
い
な
い
。
一
九
八
四
年
十

月
か
ら
の
特
定
療
養
費
制
度
創

設
に
よ
る
「
混
合
診
療
」
の
壁

は
、
医
療
提
供
の
安
全
性
の
確

保
や
保
険
財
政
上
の
問
題
も
あ

ろ
う
が
、
高
度
な
医
療
に
対
す

る
患
者
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
中

一
九
九
六
年
の
施
設
基
準
規
制

緩
和
に
よ
り
、
十
一
年
半
も
か

か
っ
て
よ
う
や
く
い
わ
ゆ
る
大

学
病
院
以
外
の
矯
正
歯
科
開
業

医
に
つ
い
て
も
顎
変
形
症
の
保

険
適
用
の
道
が
開
か
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
表
１
）。

　

詳
細
は
、
表
２
の
と
お
り
、

顎
口
腔
機
能
診
断
の
施
設
基
準

の
見
直
し
に
よ
り
、
口
腔
に
関

す
る
医
療
に
つ
い
て
は
他
の
保

険
医
療
機
関
と
の
連
携
体
制
が

整
備
さ
れ
て
い
れ
ば
当
該
保
険

医
療
機
関
で
担
当
し
な
く
て
も

よ
い
こ
と
と
さ
れ
た
。
そ
し
て

ま
た
も
や
、
顎
離
断
手
術
そ
の

も
の
を
保
険
扱
い
と
す
る
た
め

に
は
、
見
直
さ
れ
た
と
は
言
え

施
設
基
準
に
適
合
し
た
保
険
医

療
機
関
で
の
み
最
初
か
ら
術
前

矯
正
治
療
を
行
う
こ
と
が
条
件

で
あ
り
、
す
な
わ
ち
矯
正
も
施

設
基
準
認
定
と
い
う
お
墨
付
き

を
受
け
た
保
険
医
療
機
関
で

な
け
れ
ば
だ
め
だ
と
い
う
こ
と

を
私
た
ち
は
こ
の
節
目
で
も
き

ち
ん
と
理
解
し
て
お
く
必
要
が

あ
っ
た
。

つ
づ
く
。

年 内容等 混合診療問題 参考 : 骨切り術

平成 2 年
4 月（1990）

顎変形症の保険
適用（顎口腔機
能 診 断 料 の 新
設）

口腔外科と矯
正歯科がとも
にある病院に
のみ保険適用

＊上顎骨移動術（昭 63.5.30. 保険発 53）
1. 単純な場合 :7,100 点◇上顎骨発育不
全症、外傷後の上顎骨後位癒着などに対
し、Le Fort I 型切離により移動をはかる
場合。2. 複雑な場合及び 2 次的再建の
場合 :10,000 点◇同様の症例に対し、Le 
Fort II 型又は III 型切離により移動する
場合及び悪性腫瘍手術などによる上顎欠
損症に対し 2 次的骨性再建を行う場合。

下顎骨形成術（昭 63.5.30. 保険発 53）1. お
とがい形成の場合 :3,100 点。2. 短縮又
は伸長の場合 :8,700 点。3.2 次的骨性再
建の場合 :10,000 点。

（コステッカ手術）（昭 33.10.20. 保険発
139、昭 63.5.30. 保険発 53）3,100 点。

（下顎前突症手術）（昭 49.7.1. 保険発 78、
昭 63.5.30. 保険発 53）3,100 点。

平成 8 年
4 月（1996）

顎口腔機能診断
料の施設基準の
一 部 変 更。（ 口
腔に関する医療
については他の
保険医療機関と
の連携体制が整
備されていれば
当該保険医療機
関で担当しなく
てもよいことと
した）

施設基準の見
直しにより大
学病院の矯正
歯科以外でも、
顎変形症の保
険が適用され
る道が開けた。

＊名称変更、上顎骨形成術（平 6.3.16. 保
険発 25）1. 単純な場合 :10,000 点。2. 複
雑な場合及び 2 次的再建の場合 :15,700
点。

下顎骨形成術（昭 63.5.30. 保険発 53）1. お
とがい形成の場合 :3,600 点。2. 短縮又
は伸長の場合 :10,000 点 * 注 両側を同
時に行った場合は、所定点数に 3,000
点を加算。3. 再建の場合 :12,700 点。

（コステッカ手術）（昭 33.10.20. 保険発
139、昭 63.5.30. 保険発 53）3,600 点。

（下顎前突症手術）（昭 49.7.1. 保険発 78、
昭 63.5.30. 保険発 53）3,600 点。

表１：歯科矯正保険適用の歴史 -２

1990 年 保険導入時 1996 年 施設基準の見直し時

顎変形症（顎離断等の手術を必
要とするものに限る。）の手術前
後における歯科矯正の施設基準

顎口腔機能診断［顎変形症（顎
離断等の手術を必要とするもの
に限る。）の手術前後における歯
科矯正に係るもの］の施設基準

（1）身体障害者福祉法（昭和 24
年法律第 283 号）第 19 条の 2
第 1 項の規定により厚生大臣又
は都道府県知事が指定した医療
機関であること。ただし、更生
医療として口腔及び歯科矯正に
関する医療をともに担当してい
るものに限ること。

1　身体障害者福祉法（昭和 24
年法律第 283 号）第 19 条の 2
第 1 項の規定により厚生大臣又
は都道府県知事が指定した医療
機関である。ただし、更生医療
として歯科矯正に関する医療を
担当しているものに限る。

（2）専任の常勤歯科医師及び専
従する常勤看護婦又は歯科衛生
士がそれぞれ 1 名以上勤務して
いること。

2　当該療養を行うために必要な
次に掲げる基準を満たしている。
（1）下顎運動検査又は舌接触運

動検査のいずれか一方と咀嚼筋
筋電図検査が行える機器を備え
ている。（2）専任の常勤歯科医
師及び専従する常勤看護婦又は
歯科衛生士がそれぞれ1名以上
勤務している。

（3）当該療養を行うために必要
な次に掲げる検査が行える機器
を備えていること。イ．咀嚼筋
筋電図検査　ロ．下顎運動検査 
ハ．舌接触運動検査

（4）当該療養につき、口腔に関
する医療を担当する診療科と歯
科矯正に関する医療を担当する
診療科との間で十分連携がとら
れていること。

3　当該療養につき口腔に関する
医療を担当する診療科又は別の
保険医療機関と歯科矯正に関す
る医療を担当する診療科との間
で十分連携がとられている。

表２：施設基準について

　

こ
ん
に
ち
は
西
東
京
市
矯
正

専
門
開
業
の
天
野
で
す
。
今
回

は
、（
株
）
デ
ィ
ー
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
会
社

は
現
在
、
横
浜
市
都
筑
区
に
あ

る
会
社
で
、「
新
車
、
中
古
車

の
販
売
」「
自
動
車
用
品
販
売
」

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ン
プ
リ
ー
ト

カ
ー
の
製
作
販
売
」「
マ
ツ
ダ

ロ
ー
ド
ス
タ
ー
と
Ｒ
Ｘ

－

８
専

門
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
＆
チ
ュ
ー

ニ
ン
グ
」
等
を
行
っ
て
い
る
会

社
で
す
。

　
「
コ
ン
プ
リ
ー
ト
カ
ー
」
と

い
う
言
葉
は
目
新
し
い
と
感
じ

る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
メ
ー
カ
ー
が
売
り
出
し
て

い
る
多
く
の
人
向
け
の
乗
用
車

を
、
特
定
の
使
用
目
的
や
、
趣

向
に
あ
わ
せ
て
シ
ョ
ッ
プ
や
デ

ザ
イ
ナ
ー
が
作
り
直
し
た「
車
」

と
思
っ
て
い
た
だ
い
て
良
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。「
車

を
造
り
な
お
す
？
」
と
言
う
と

大
げ
さ
で
す
が
、
安
全
基
準
を

満
た
し
た
市
販
の
部
品
を
組
み

付
け
る
事
か
ら
始
ま
っ
て
、「
走

る
楽
し
み
」
に
特
化
し
た
車
両

の
製
作
販
売
を
行
っ
て
い
る
会

社
で
す
。

　

今
回
デ
リ
バ
リ
ー
さ
れ
た

「
Ｔ
Ｃ
Ｒ

－

２
０
０
０
」
の
以

前
に
も
二
〇
〇
四
年
十
月
に
マ

ツ
ダ
ロ
ー
ド
ス
タ
ー
１
６
０
０

の
新
車
を
ベ
ー
ス
と
し
た
コ

ン
プ
リ
ー
ト
カ
ー
「
Ｔ
Ｄ

－

１
０
０
１
Ｒ
」
を
50
台
限
定
で

企
画
、
完
売
し
て
、
話
題
と
な

り
ま
し
た
。
自
動
車
雑
誌
に
取

り
上
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で

記
憶
に
あ
る
方
も
お
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。定
期
点
検
や
、メ
ー

カ
ー
保
証
、
車
検
も
お
近
く
の

マ
ツ
ダ
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
受
け
る

事
が
で
き
る
の
で
安
心
し
て
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
専
門
的
な
こ
と
は
デ
ィ
ー

テ
ク
ニ
ッ
ク
代
表
の
出
来
利
弘

（
デ
キ　

ト
シ
ヒ
ロ
）
サ
ン
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

デ
ィ
ー
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
さ
ら

に
「
座
学
の
安
全
運
転
講
習
や

ス
ポ
ー
ツ
走
行
講
習
」「
サ
ー

キ
ッ
ト
走
行
会
の
実
施
」な
ど
、

車
の
楽
し
み
方
の
形
を
独
自
に

提
供
し
て
い
ま
す
。
私
、
天
野

が
出
来
氏
と
出
会
え
た
の
は
、

友
人
（
Ｊ
Ｉ
Ｏ
会
員
で
す
！
）

か
ら
「
座
学
の
講
習
会
」
を
紹

介
し
て
頂
い
て
受
講
し
た
事
か

ら
で
し
た
。「
車
が
好
き
」「
ド

ラ
イ
ブ
が
趣
味
」「
テ
レ
ビ
で

レ
ー
ス
観
戦
を
す
る
」「
家
族

に
安
全
な
車
の
繰
法
を
身
に
付

け
て
欲
し
い
」
等
々
の
思
い
の

あ
る
方
は
、
座
学
の
講
習
か
ら

得
ら
れ
る
情
報
の
濃
さ
に
満
足

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
お
奨
め

で
す
。「
真
摯
で
熱
い
車
へ
の

思
い
」
皆
様
に
も
感
じ
て
頂
き

た
い
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
下
さ
い
。 

　

さ
て
私
事
で
す
が
、
私
こ
と

天
野
は
Ｊ
Ｉ
Ｏ
広
報
の
編
集
委

員
と
し
て
広
告
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
今
回
か
ら
こ
の
よ
う
な

形
で
身
近
な
専
門
店
を
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
活
用
し
て

色
々
な
業
者
様
の
広
告
掲
載
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
会
員

の
先
生
方
か
ら
の
シ
ョ
ッ
プ
の

ご
紹
介
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
天
野
も
し
く
は
事
務
局
ま

で
ど
し
ど
し
、
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。
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